
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しい進路先は裏面にあります。例年の卒業生の進路の特徴は次のとおりです。  

(1) 大学･短大  

ここ数年は 11 月頃までに行われる指定校推薦と総合型で受験する生徒が多く、1 月以降に行われる一般

受験者は少ない傾向です。総合型は面接、グループディスカッション、レポート、プレゼンテーション等、学校に

よって形態も対策も異なります。早めに志望校を決め、夏休み中から書類の準備をした生徒が多いです。必然

的に書ける内容は 3 年生の前半までとなりますので、総合的な探究の時間や部活動やボランティアなどの

日々の取り組みを深め、記録・記憶しておく必要があります。 

(2) 看護専門学校   

看護専門学校では、指定校推薦を実施している例が少ないため、一般受験を見据えて各教科の受験対策が

必要です。学校によって受験科目が異なるので、最新版の入試要綱を確認し、オープンキャンパスなどで過去

の出題傾向及び対策について尋ねてみましょう。試験内容に面接やグループディスカッションを導入する学校

も増えています。看護師としての心構えなども考えておくとよいでしょう。 

(3) 専門学校  

入試形態としては AO 入試、学校推薦型が多く、10 月頃には合格が決定します。最近では、春頃にＡＯ入試

のプレエントリーを開始する学校も増えています。実際のエントリーや出願時期は夏以降なので、焦る必要は

ありませんが、情報収集は早くてよいので、春休み中にオープンキャンパスに参加しましょう。県内でも同じ分

野を専門とする学校が複数ありますので、大学・短大等も含めて比較することをお勧めします。 

(4) 民間就職  

例年、10 人程度が民間企業に就職しています。県内では製造系を始め、人手不足が続いています。就職希

望者には有利な状況で、有名な大企業でも、9 月の専願受験時期に求人数に達しない例が出ています。ただ

し、7 月 1 日に求人票が解禁になってから、書類発送まで 2 か月足らずで、早い人は 9 月中に内定が出ま

す。自分の適性と企業情報を見極めるには時間が足りません。今のうちから、企業が新卒社員に求めるコミュ

ニケーション能力、基礎的な学力、前向きに物事に取り組む姿勢を身に付けましょう。  
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(5) 公務員  

一次試験の筆記試験突破が難関。今年度は宮城県職員１名、登米市１名が内定しました。不合格となり、次

年度以降に再挑戦する人や民間就職に切り替えた人もいます。 4月から公務員講座木曜放課後実施です。 

◎在校生の皆さんは、2 月に行われた「先輩に聞く」で、リアルな話をたくさん聞き、多くの人が自分の進路に

ついて考えるきっかけをもらったはずです。考えたままにせず、行動に移しましょう。 

先輩のキャリア選択については進路閲覧室に報告書があります。進路閲覧室前の資料はもらって OK です。 

今すぐログインして、情報をキャッチしましょう。 

① handy：過去年度の指定校推薦、求人情報あります。新年度も随時更新。民間就職希望者は 7 月 1 日以降

は毎日チェック！ 

② スタディサプリ：就職、公務員対策講座あります。 

③ キャリアナビ：ＡＩ面接対策機能が実装。ニューストピック機能、読解・語彙力対策。 

 

 


